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学習成果Ⅲ

保育実習Ⅰ（保育所）、教育実習Ⅰ

保育実習指導Ⅰ、教育実習指導１年

学位授与の方針（デイプロマ・ポリシー）

１．白梅を象徴とした建学の精神から導き出される忍耐、進取の気概及び初志貫徹の精神を基盤に、保育者としてふさわしい教養と品位を身につけている。

２．保育者としての適切な知見・判断力、コミュニケーション能力を備え、多様な子どもの心に寄り添える保育能力を身につけている。

３．保育者としての適切な専門的知識・技能及び実践力を身につけている。

本学は、建学の精神から導き出される忍耐、進取の気概及び初志貫徹の精神の涵養を教育理念とし、多様な子どもの心に寄り添い、社会のニーズに応えられる、実践力のある保育者の育成をめざして

いる。その目的のために編成した教育課程を通し、所定の単位を修得することで、次に示した資質・能力を身につけた学生に短期大学士（保育学）を授与する。
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図画工作、音楽表現実践演習Ⅰ、

保育と情報処理

幼児音楽Ⅲ、音楽表現実践演習Ⅱ、幼児体育Ⅱ

児童文学、健康、幼児と人間関係、

保育内容総論、身体的表現指導法、

人間関係指導法、言葉指導法

造形的表現指導法、音楽的表現指導法、健康指導法、

環境指導法

社会的養護、社会的養護内容、子育て支援、

教育社会学、家庭支援論、子ども家庭支援の心理学

つくば国際短期大学保育科カリキュラムツリー

保育原理、教育学原論 幼児教育教師論、教育課程論、教育方法論
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Ⅱ、子どもの保健
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英語、英語コミュニケーション、

心理学、日本国憲法、国際関係論、

健康体育論、幼児体育Ⅰ、生命倫理

ボランティア、比較文化論

基礎力育成期 応用実践力育成期

１年 ２年

白梅を象徴とした建学の精神から導き出される忍耐

と進取の気概、初志貫徹の精神を基盤に、保育者と

してふさわしい教養と品位を学内外の学習を通して

身につけている。

〇社会人としての教養・マナー・ルール

〇意欲、積極性及び協調性

〇倫理観

学習成果・〇査定項目


